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2010年シラバス

教室: 724
Büro: 13号館　２階
Email: spaelti@sils.shoin.ac.jp

テーマ
ドイツ語会話

授業内容
ドイツ語ⅡCでは教科書「Szenen I」を使用し、第７課（持ち物）、第８課（住
居）、第９課（時刻と日付）を扱います。授業では単独、ペア、あるいはグループ
で練習します。話すこと、読むこと、理解することを練習するためは、規則正しく
積極的な授業への参加が必要です。教材をマスターし、使えるようになるために
は、もちろん家での学習や宿題をすることも必要ですが、大事なのは授業での練習
です。

授業計画
教科書に沿って授業を行います。各Lektionに約４週間かかります。

12. April Begrüßung
19. April Lektion 7—Dialog 1 & 2
26. April Lektion 7—Dialog 3 & 4
3. Mai 休日
10. Mai Lektion 7—Dialog 5, Übung
17. Mai テスト Lektion 7
24. Mai Lektion 8—Wohnen & Zimmer
31. Mai Lektion 8—Übungen, (前置詞)
7. Juni Lektion 8—Dialog 1 & 2
14. Juni テスト Lektion 8
21. Juni Lektion 9—Dialog 1, (時間と時計)
28. Juli Lektion 9—Dialog 2 & 3
5. Juli Lektion 9—Dialog 4
12. Juli 復習
19. Juli 学期末テスト
26. Juli テストの返却

学期末テストの範囲は７課から９課までです。

科目名

担当者

ドイツ語IIC
Philip Spälti 曜日・時限 月 ・　I限　(午前9:00-午後10:30)
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授業方法
会話の練習。

評価方法
評価は期末テスト、小テスト、クラスでの練習を総合して評価する。
Tests (2) 40%
Schlusstest 30%
Kurztests 15%
Anwesenheit 15%

学期末テストで６０点をとることが単位取得には必要である。

履修上の注意
授業に出てくる新しい単語は予習してくること。

教科書
佐藤修子・下田恭子・Heike Papenthin・Gesa Oldehaver著者
Szenen １　場面で学ぶドイツ語
三修社


